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【１～４号機取水口開渠内①】 海水サンプリング結果

 2015年10月の海側遮水壁閉合後、放射性物質濃度が低下したが、至近では横ばい傾向と
なっており、降雨時にセシウム137、ストロンチウム90の一時的な濃度変動が見られる
が、降雨後は低下し、低い濃度で推移している。

※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。

法令告示濃度（ベクレル／リットル）
セシウム137 ：90
トリチウム ：60,000
ストロンチウム90：30

セシウム137
全ベータ
トリチウム
ストロンチウム90
ストロンチウム90検出限界値

※ ストロンチウム90以外の検出限界値
未満はグラフ上にプロットしていない
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2023年1月18日
シルトフェンス追加設置
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【１～４号機取水口開渠内②】 海水サンプリング結果

 2015年10月の海側遮水壁閉合後、放射性物質濃度が低下したが、至近では横ばい傾向と
なっており、降雨時にセシウム137、ストロンチウム90の一時的な濃度変動が見られるが、
降雨後は低下し、低い濃度で推移している。

 開渠中央へのシルトフェンス移設（2019年3月）以降、取水口北側（東波除堤北側）の放
射性物質濃度は取水口南側（遮水壁前）に比べて低めで推移している。

※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。

法令告示濃度（ベクレル／リットル）
セシウム137 ：90
トリチウム ：60,000
ストロンチウム90：30

セシウム137
全ベータ
トリチウム
ストロンチウム90
ストロンチウム90検出限界値

※ ストロンチウム90以外の検出限界値
未満はグラフ上にプロットしていない
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※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。
※港湾口については、2022年6月からトリチウムの検出限界値を0.4Bq/Lに変更。

【港湾内①】 海水サンプリング結果

2015年10月の海側遮水壁閉合後、港湾内の１～４号機取水口開渠の外側では、海水中の放
射性物質濃度が低下し、その後は低い濃度のまま推移している。

トリチウム濃度は、検出限界値未満～6ベクレル／リットル（以降、Bq/L）の範囲となって

いる。
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セシウム137
全ベータ
トリチウム
ストロンチウム90
ストロンチウム90検出限界値

※ ストロンチウム90以外の検出限界値
未満はグラフ上にプロットしていない

法令告示濃度（ベクレル／リットル）
セシウム137 ：90
トリチウム ：60,000
ストロンチウム90：30
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【港湾内②】 海水サンプリング結果

2015年10月の海側遮水壁閉合後、港湾内の１～４号機取水口開渠の外側では、海水中の放
射性物質濃度が低下し、その後は低い濃度のまま推移している。

トリチウム濃度は、検出限界値未満～6Bq/Lの範囲となって

いる。

※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。

セシウム137
全ベータ
トリチウム
ストロンチウム90
ストロンチウム90検出限界値

※ ストロンチウム90以外の検出限界値
未満はグラフ上にプロットしていない

法令告示濃度（ベクレル／リットル）
セシウム137 ：90
トリチウム ：60,000
ストロンチウム90：30
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※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。
※5,6号機放水口北側（T-1）のセシウム137については、週１回の頻度で詳細分析を実施。
※2022年４月からセシウム137、トリチウムの検出限界値を0.4Bq/Lに変更。

【港湾外（周辺①）】 海水サンプリング結果

 港湾外の各採取点は低い濃度で推移しており、セシウム、トリチウムともに5,6号機放水
口北側(T-1)を除き、ほとんどが検出限界未満の低い濃度を継続している。

 5,6号機放水口北側(T-1)におけるトリチウム濃度は、検出限界値未満～2Bq/Lの範囲と

なっている。
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ストロンチウム９０
セシウム137検出限界値
全ベータ検出限界値
トリチウム検出限界値
ストロンチウム９０検出限界値
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※10Bq/L前後の全ベータ検出は、海水中の天然核種カリウム40(10数Bq/L)の影響を受けているもの。
※南放水口約330m南（T-2）のセシウム137については、週１回の頻度で詳細分析を実施。
※なお、2021/12/17よりT-2の採取地点を、安全上の理由から南放水口約1300m南（T-2-1）へ一時的に変更。
※2022年４月からセシウム137、トリチウムの検出限界値を0.4Bq/Lに変更。

【港湾外（周辺②）】 海水サンプリング結果

セシウム137

全ベータ
トリチウム
ストロンチウム９０
セシウム137検出限界値
全ベータ検出限界値
トリチウム検出限界値
ストロンチウム９０検出限界値
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 港湾外の各採取点は、南放水口付近(T-2)のセシウム詳細分析を除き、ほとんどが検出限
界値未満の低い濃度を継続している。
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【福島第一10ｋｍ圏内】 海水サンプリング結果

③

④

②
10km

20km

②、③、④は2023/1/5までのデータをプロット

セシウム濃度については、短期的には変動が見られるが、長期的に低下傾向である。
トリチウム濃度については、概ね不検出（目標検出限界値0.4Bq/L）で推移している。
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※0.003Bq/L※0.003Bq/L

※0.003Bq/L

※グラフ右側の矢印（0.003Bq/L)：震災前（平成22年度）の福島県海水セシウム137濃度 最大値
2022年度上期のトリチウム検出限界値（ND）が微増しているように見えるのは、分析機関変更に伴う検出限界値のわずかな違いによるもの（目標検
出限界値0.4Bq/Lは下回る）。トリチウムの目標検出限界値は、今後分析方法を変更し、0.1Bq/Lに下げる計画

ｾｼｳﾑ134 +

ｾｼｳﾑ137
ﾄﾘﾁｳﾑ

0.11 2.9

0.051 0.89

0.024 0.40

0.018 0.36

0.015 0.35

0.0090 0.35

0.0070 0.35

0.013 0.36

0.0066 0.41

0.0067 0.31

0.0039 0.36

※１ 2012年4月6日以降

※２ 2023年1月5日まで

平均濃度(Bq/L)

サンプリング時期
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2016年度

2017年度
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ｾｼｳﾑ134 +

ｾｼｳﾑ137
ﾄﾘﾁｳﾑ

0.12 2.9

0.055 0.57

0.026 0.36

0.018 0.37

0.012 0.35

0.0078 0.35

0.0060 0.35

0.010 0.36

0.0055 0.40

0.0063 0.31

0.0038 0.36

※１ 2012年4月6日以降

※２ 2023年1月5日まで
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0.032 0.33

0.020 0.37
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0.020 0.32

0.013 0.36

※１ 2013年8月6日以降

※２ 2023年1月5日まで
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【福島第一10ｋｍ以遠～20ｋｍ圏内】 海水サンプリング結果
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⑤

①

10km

20km

①、⑤、⑥は2023/1/5までのデータをプロット

セシウム濃度については、短期的には変動が見られるが、長期的に低下傾向である。
トリチウム濃度については、概ね不検出（目標検出限界値0.4Bq/L）で推移している。

※0.003Bq/L
※0.003Bq/L

※0.003Bq/L
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※グラフ右側の矢印（0.003Bq/L)：震災前（平成22年度）の福島県海水セシウム137濃度 最大値
2022年度上期のトリチウム検出限界値（ND）が微増しているように見えるのは、分析機関変更に伴う検出限界値のわずかな違いによるもの（目標検
出限界値0.4Bq/Lは下回る）。トリチウムの目標検出限界値は、今後分析方法を変更し、0.1Bq/Lに下げる計画

ｾｼｳﾑ134 +

ｾｼｳﾑ137
ﾄﾘﾁｳﾑ

410 測定無し

190 測定無し

0.57 測定無し

0.28 0.36

0.12 0.34

0.079 0.33

0.053 0.31

0.038 0.32

0.029 0.32

0.058 0.37

0.031 0.41

0.024 0.32

0.017 0.36

※１ 2011年3月21日以降

※２ 2012年11月8日以降、詳細分析

※３ 2023年1月5日まで

平均濃度(Bq/L)

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度※3

サンプリング時期

2010年度※１

2011年度

2012年度※２

2013年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

ｾｼｳﾑ134 +

ｾｼｳﾑ137
ﾄﾘﾁｳﾑ

0.08 2.9

0.058 0.78

0.023 0.35

0.017 0.37

0.012 0.34

0.0082 0.35

0.0061 0.36

0.0097 0.38

0.0059 0.35

0.0053 0.31

0.0035 0.36

※１ 2012年4月7日以降

※２ 2023年1月5日まで

平均濃度(Bq/L)

サンプリング時期

2012年度※１

2013年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度※2

ｾｼｳﾑ134 +

ｾｼｳﾑ137
ﾄﾘﾁｳﾑ

20 測定無し

0.028 2.9

0.014 0.80

0.0062 0.35

0.0043 0.35

0.0041 0.34

0.0032 0.35

0.0034 0.35

0.0030 0.37

0.0024 0.34

0.0025 0.31

0.0022 0.36

※１ 2011年4月2日以降

※２ 2012年4月7日以降、詳細分析

※３ 2023年1月5日まで

平均濃度(Bq/L)

2022年度※３

2021年度

2020年度

サンプリング時期

2011年度※１

2012年度※２

2013年度
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2019年度
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【参考】法令告示濃度（単位：Ｂｑ/Ｌ）

・セシウム137：90 ・ストロンチウム90：30 ・トリチウム：60,000

※1：No.1-9,No.3-5は採水器による採取のため、γ測定（セシウム）は 実施せず、全ベータは
参考値としてろ過後に測定。

※2：地下水供給量が減少しているため、くみ上げ中断

＜参考＞敷地内地下水のモニタリング状況

※数値は
「１月測定値⇒２月測定値」

 一部、過去最高値となった箇所がある（次頁参照）が、概ね過去の変動範囲内で推移しており、
大きな変動は見られない。
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

＜参考＞過去最高値について

※現在採取を行っていない観測孔

前回会議以降に更新されたデータを赤太字で示す

単位：Ｂｑ/Ｌ

 2020年３月以降過去最高値となった18箇所のデータは以下の通り。
 2021年11月以降、最高値の更新が増えたため、原因を調査中（結果は変動原因など確認でき次第ご報

告）であるが、至近では更新は減少している。
 なお、海側遮水壁の内側であり、海水濃度にも変化はなく環境への影響は見られない。

Ｎｏ．０－２ Ｎｏ．１－６ Ｎｏ．２－７ Ｎｏ．３－３
2016/4/18 セシウム１３７ ： 260 2023/2/3 セシウム１３７ ： 520,000 2021/2/19 セシウム１３７ ： 430 2015/10/22 セシウム１３７ ： 550

Ｎｏ．０－２ Ｎｏ．１－２   ※ Ｎｏ．２－５ Ｎｏ．３－３
2016/4/18 全ベータ ： 900 2013/7/8 全ベータ ： 9,300,000 2022/12/26 全ベータ ： 1,100,000 2015/10/29 全ベータ ： 9,100

Ｎｏ．０－３－２ Ｎｏ．１－１   ※ Ｎｏ．２－９   ※ Ｎｏ．３
2014/2/6 トリチウム ： 76,000 2013/7/8 トリチウム ： 630,000 2014/2/7 トリチウム ： 13,000 2015/8/12 トリチウム ： 10,000

全ベータ ： 40,000

No.１－１１

3,900：セシウム１３７2020/4/21

520,000セシウム１３７2023/2/3

No.１－８

No.３

エリア
最高値
（周辺の
観測孔の
過去最高

値）

2020/5/25 全ベータ ： 250

2022/4/262021/11/15

Ｎｏ．１－６

Ｎｏ．０－１－２ No.１

セシウム１３７ ： 82

No.２－２

セシウム１３７ 2021/12/9 セシウム１３７

過去最高
値観測の
観測孔

No.３－４

2022/10/27

330：

セシウム１３７ ： 31

：

5,100：

No.２－３

2021/8/2 全ベータ ： 3,500

： 2021/11/29 全ベータ 68,000

2021/4/15140：

6302020/6/11

No.０－３－２

2022/1/13 セシウム１３７ ： 75

No.０－３－１

2021/11/15 セシウム１３７ ： 9.2

2020/5/25 全ベータ ： 230

No.１－１６

2021/3/5 セシウム１３７ ： 31,000

No.１－１４

2021/12/3 セシウム１３７ ： 760

2020/7/10 トリチウム ： 44,000

： 37

2021/2/19 セシウム１３７ ： 430

2020/5/27 トリチウム ： 12,000

No.２－７

No.２－６

2020/3/20 全ベータ ：

全ベータ ：

3,500

No.２－５

2022/12/26

セシウム１３７

全ベータ ： 1,100,000

No.３－５

2023/1/19 全ベータ

： 29,000

全ベータ ： 7,900

セシウム１３７2020/5/1

No.１－１２

： 580

2023/1/20 トリチウム 2,000：

2021/4/26 全ベータ ： 360

全ベータ ： 3,500110,000：全ベータ

2021/7/20 セシウム１３７
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 11

＜参考＞敷地内地下水のモニタリング状況（地盤改良付近）

【参考】法令告示濃度（単位：ベクレル／リットル）

・セシウム137：90 ・ストロンチウム90：30 ・トリチウム：60,000
※1：No.1-9は採水器による採取のため、2014/9以降ガンマ測定（セシウム）

は実施せず、全ベータは参考値としてろ過後に測定。

ウェルポイント

No.3-5

©GeoEye日本スペースイメージング

：海側遮水壁

：地盤改良

：海側遮水壁

：地盤改良

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

ウェルポイント(5m) 改修ウェル(1.5m) 改修ウェル(1.5m)

No.0-1
(16m)

No.0-2
(16m)

No.1-9(5m)

No.1-8(5m) No.2-6(5m)

No.2-7(5m) No.3-5(5m)

No.3-4(5m)

▲：セシウム137
●：全ベータ
■：トリチウム

単位：Ｂｑ/Ｌ
図中(  )内：観測孔深さ

Ｎｏ．１－９（地盤改良部分よりも海側）※1

Ｎｏ．２－７（地盤改良部分よりも海側）

Ｎｏ．１－８

Ｎｏ．２－６


